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第４回文京区立図書館改修等に伴う機能向上検討委員会 次第 

日時：令和元年９月 17日（火）午後６時 30分から 

会場：シビックセンター会議室２１０４ 

 

開会（６時 30分） 

１ 小石川図書館の改築について（第１回） 

２ その他 

 閉会（８時 29 分） 

 

事前配付資料 

【資料第１４号】これまで検討された事項についての意見まとめ（案） 

【資料第１５号】小石川図書館改築の検討について 
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委員会開会 

（18：30） 

○植松委員長 皆さん、こんばんは。定刻となりましたので、第４回文京区立図書館改修等

に伴う機能向上検討委員会を開催させていただきます。 

 まず事務局より、本日の資料等の確認及び委員の出席状況の報告をお願いいたします。 

○内藤中央図書館長 それでは、事務局より報告させていただきます。資料確認等の前にお

詫びがございます。委員会の会議の日程等につきましてはなるべく早くお知らせ願いたい

というお声をいただいておりました。こうした中、調整をさせていただいてまいりましたが、

今後の第５回に向けた調整につきまして、お時間をいただくこととなり、委員の皆様には大

変ご迷惑をおかけいたしました。お詫び申し上げます。 

 なかなか、日程や人数、場所等の調整でございますので、可能な限り早くということで努

力をしてまいりますが、どうぞ今後ともご理解をいただければと思います。よろしくお願い

いたします。 

 続きまして、報告をさせていただきます。 

 まず、資料の確認でございます。席上の資料といたしまして、まず今回第４回委員会の次

第が１枚、Ａ４判片面刷りです。そして、もう一枚は資料第 14号、これまでに検討された

事項についての意見のまとめ案でございます。これが両面刷りの２枚。 

 そして、資料第 15 号、小石川図書館改築の検討について、両面刷りＡ４判で１枚となっ

てございます。もし、お手元にないという場合は、お声をおかけください。 

 本日の出席者ですが、全員出席でございます。以上でございます。 

○植松委員長 設置要綱第７条によりまして、会議の開催は委員の半数以上の出席が要件

となっております。要件を満たしておりまして、この会議は成立いたします。 

 今回は小石川図書館の改築についての議論に入ります。終了時間は午後８時 30 分を予定

していますので、よろしくお願いいたします。 

 

１ 小石川図書館の改築について（第１回） 

 それでは、まず、これまでの意見の整理ということで、小石川図書館の改築について議論

する前に、これまで３回の会議で皆様から出された文京区立図書館の機能向上に関するご

意見につきまして、いま一度整理しておきたいと思います。事務局がまとめた資料に基づい

て確認していきたいと思いますので、説明をお願いいたします。 
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○内藤中央図書館長 それでは、資料第 14号をご覧ください。これまで検討された事項に

ついての意見のまとめ（案）でございます。 

 まず、こちらの中で１番目は電子書籍の貸出サービスについてでございます。まず説明の

部分、（１）の質疑の中で出されたメリット・デメリットを挙げてまいりました。これに基

づきまして、（２）の意見をいただいてまいりました。この中で一部訂正がございます。上

から６番目の「データでしか世に出されていない」と書いてありますが、これを「デジタル

版でしか」と読みかえていただければと思います。 

 更に丸の二つ先、「図書館で一度続きの必要はある」となってございますが、これは「図

書館で一度手続の必要はあるが」ということで「手」が抜けております、訂正いただければ

と思います。 

 こうした（２）の各意見を事項で取りまとめさせていただきました。 

 これらにつきまして、（３）としまして、意見の要約をいたしました。ポチが五つに分か

れているのですけれども、このうちの上段二つの点の部分でございますが、こちらはやはり

タイトル数が少ない、また、配信するデータベースの選択には留意が必要。また、図書館と

いう部分で、書架での本との出会いのような探し方はできないということで、電子書籍自体

について現状の課題の意見として伺った部分かと思っております。 

 そして、下のポチの三つあるのですけれども、こちらにつきましては、バリアフリーの観

点がまず一義的ではないか。そして、デジタル版しか出されていない資料への対応をすべき

ではないか。そして、資料保存の観点から、デジタル版ならば劣化がないという部分として、

こちらはこういう資料を取り扱う図書館としての課題かと感じております。 

 こちらのポチを五つ箇条書きのように並べてみたのですけれども、ついてはこうした部

分をあわせて、取りまとめた内容を読ませていただきますと、現時点でのタイトル数は多く

はないこと、また配信データベースを選ぶ際には留意の必要があるなど課題はあるものの、

今後に向けた新しいメディアであり、今後の多様化など展開が期待されます。利用の利便性

を生かし、まずバリアフリーへの対応へ向けて検討が必要であるということ。次に、デジタ

ル版でしか世に出ていない資料への対応など図書館の機能の向上のため、導入に向けて取

り組みを進めてほしい、というような内容で伺いました、修正などご意見をいただければと

思っております。 

○植松委員長 今のまとめの部分でございますが、端的に申し上げると、導入に向けて対応

を今後進めていくということで、具体化の方向で検討してもらうというのがこれまでの委
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員会でのご意見の結論的な部分であるということですが、いかがでございましょうか。 

○大川幹事 説明、ごめんなさい。資料への対応とか留意が必要というところでとめていて、

その後そのまま進めるべきだというようなご意見をつけて説明されるのであれば、そこま

でちゃんと書いたほうがいいと思います。 

 課題等のところは対応が必要みたいな形で、課題との捉えと読んでしまうので、今、もし

そういったフォローをして取り組みが必要というのであれば、そこまで書いたほうがわか

りやすいのかな。今だから補足された感がちょっと聞いていて思ってしまったので。 

○内藤中央図書館長 そうですね。この文章は案でございますので、そこの部分を訂正しま

して、後ほどもう一度ご確認いただければと思います。 

○植松委員長 今のご意見ですと、例えば（４）と付番し、今後へのまとめという一言を添

えるという修正を行うということでよろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、次の裏面に参ります。 

○内藤中央図書館長 それでは、事務局より続けさせていただきます。 

 ２番目のＩＣタグ管理についてというところでございます。こちらも説明の中でメリッ

ト・デメリットを挙げて、（２）として意見・質問をいただいてまいりました。そして、そ

の意見を元にいたしまして、意見の要約という形でまたこちらに黒ポチを二つほどにして

まとめさせていただいております。 

 大別いたしますと二つとなっていますけれども、ポチの一つ目のほうのＩＣタグの導入

という部分ですが、こちらはやはり不明資料の対策という部分としては有効だけれども、一

定の経費がかかるということあるものですから、導入に係る効果そして方法等については

検討してほしいという内容であったかと思います。 

 そしてポチの二つ目ですが、例えばそれを進めるということであれば、機械化による業務

の省力化によって図書館に従事している司書職員の能力開発であるとか利用者へのサービ

ス向上につなげてほしいというような意見であったかと思います。 

 こちらも簡単にまとめたものとして、「図書館資料の管理に係る効果は考えられる。一方、

経費の面では課題があり、費用対効果に留意し、検討を進めてほしい。またその検討に当た

っては、貸出・返却業務の自動化などにより、図書館職員をカウンター作業から解放し、フ

ロアの中で利用者にとって相談しやすい環境づくりやさらなる図書館利用の促進を図るた

めの展開など、寄与の視点が必要と考える。また、自動貸出は貸し出しの際の利用者プライ
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バシー保護の観点からも望む声もあり、借りやすさの促進につながるものと考える。以上を

踏まえて取り組んでほしい」というような内容として承りましたが、いかがでしょうか。 

○植松委員長 いかがでしょうか。どうぞ。 

○諸留委員 諸留ですけど、私はこのメリット・デメリットの経費が書いてあるんですけど、

具体的にどのぐらいかかるかということがわからないと、それによってそのぐらいだった

らいいじゃないかとかあると思うんですよね。 

 それと、池袋の図書館なんですけど、中央図書館というのがあります。そこは自宅から近

いものだからよく行きますが、あそこはＩＣタグというのがついていると思います。それで

ゲートがあるんです。だから私はやったことありませんが、貸出しの手続きをしないで行け

ばピッピッピって鳴るようになっています。あれ全部やってます。だから、そういうノウハ

ウとか、それはあそこは図書館流通センターさんがやっておられると思います。そういう専

門の業者の方のほうが詳しいので、意見を聞かれたほうが早いと思います。 

 それともう一つ、最後の（３）の意見の要約の最後のポチのところで、職員の能力開発と

書いてあるんですけど、職員といったってそれぞれ仕事を、分担でやっているわけだから、

司書というのもどの仕事をやるのか具体的にはわからないですけど、高級な仕事等もあっ

て、言っちゃ悪いんだけど単純な作業があり、単純な仕事とは貸し出しをしているように私

は感じますけど、そういう作業の能力を変えるだとか、ＯＪＴというか自己努力というか、

それをやれば、そんなに能力開発の向上が必要なんですかね。そんなに難しいことまでやっ

ていないと思います。以上です。 

○内藤中央図書館長 それでは事務局より回答させていただきます。 

 まず経費の部分ですけれども、こちらは第２回の委員会で資料第 10 号として出させてい

ただいております。金額としてはしっかり見積りをとったものというわけではないですが、

全館一斉に導入して全館に自動貸出機を設置した場合の初期経費としてはやはり１億

2,000 万円ほどと記載しております。それをさらに１年間当たり毎年 4,200 万円からの維持

管理経費がかかってくるというところからしますと、やはり一定程度の高額ではないかと

いう部分でそういう話が出ておりました。 

 そして、専門家からの意見といいますか、ほかに導入している自治体も多くございますの

で、確かにそういった情報はこれからも受けて進めてまいりたい、検討してまいりたいと思

っております。 

 そして最後に、自動貸出機等が入ることによって、図書館職員をほかにどのように活用し
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ていくのかというところですけれども、いただいた意見といたしましては、やはり貸出、返

却から解放されて、フロアの中にもっと入っていって、利用者の方に身近に接するなどの雰

囲気を、あるいは子どもが来館すれば、館員のほうから声をかけていく。 

ほかにも意見があったものとしては、図書館行事や地域行事といったものへの考えであ

るとか、そういったことを考える時間であるとかもできるのではないかと思います。そうい

ったさまざまな意見もいただいておりまして、こういったものも踏まえていければと考え

ております。 

○諸留委員 私、２回目欠席したものですから、すみません。 

○植松委員長 ほかにはいかがでしょうか。今のまとめにありましたように、相当大きな金

額ではございますが、導入に向けてさらに検討を進めてもらいたいというのをこの委員会

としての結論とするということでございますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、３ページ、閲覧席等についてを説明していただきます。 

○内藤中央図書館長 では、資料の第 14 号の３ページ目になります。続いて閲覧席等につ

いてでございます。 

 こちらではまず（１）として、座席に関する意見をフリーな形でいただきました。その中

から見ますと、現在の図書館につきましては、貸出重視から場としての機能に向かっている

状況がある。またもう一つ、静かな読書席を設置するというのはどうか。あとは学習室、グ

ループなどで集まれる学習室、研究などの利用があるのではないか。そしてこれは丸の一番

最後の部分ですが、これは千代田区の例ではありますが、中高生専用席など学習に使ってよ

さそうな机であるとか読書用のソファーが分かれているというような、現在各図書館で取

り組まれている内容についての意見です。ただそれに対してもう一方は、図書館のスペース

というのは限られていて、自習用や学習用は図書館だけでは解決は難しいのではないか。ま

た借りることを目的に絞って来館されるケースや、ゆっくり来館されるケースというのは

分かれていくのではないかという意見をいただいております。 

 そういった意見をいただいておりまして、（２）として、閲覧席以外の席を設置すること

への課題意見もいただいております。この丸の一番上の部分ですが、こちらも何でもありと

いう状況にならないために、時間を区切った利用形態にするなど工夫が必要ではないか。そ

して、丸の三つ目ですが、くつろぐ場所が増えることで図書に出会う場所が狭められるので

はないかという部分。そして図書館の機能だけを持っている場所に余り求め過ぎると、本来

の機能が果たせなくなってしまうのではないかという意見もいただいております。 
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 これらこうしたご意見につきまして、（３）として意見の要約をいたしました。こちらに

ポチを四つつけさせていただいていますけれども、留意点としては、一番上の、現在ではさ

まざまな利用に応じた席というのを用意していくのは趨勢であろう。学習席や読書に集中

できる席、グループ学習できる個室などということですが、ただ、蔵書及び書架の一定の確

保など、図書館本来の機能には留意してほしい。そして、席や個室の利用は時間を区切って

ほしいというような形でまとめさせていただきました。 

 これを一文としてまとめた形にいたしますと、利用に応じたさまざまな席、こちらは学習

席や読書に集中できる席等を用意することは現在の趨勢と考える。ただ、設置に当たっては

その間における蔵書及び書架の一定の確保など、図書館本来の機能に留意した上でニーズ

なども考慮しながら設置の工夫を行ってほしいとしております。 

○植松委員長 ただいまのことについて、ご意見ございましたら挙手をお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 では、これも可能な限りさまざまな席を用意するということでまとめとしたいと思いま

す。 

 それでは最後、４ページ、図書館行事について。説明をお願いします。 

○内藤中央図書館長 では、この資料の４ページ目、４番、図書館行事についてでございま

す。 

こちらも（１）行事に関する意見としていただいておりました。こちらの中では、先ほど

ご質問もいただきましたけれども、ＩＣタグを導入した場合、司書等のマンパワーを行事に

振り分けることができるのではないか。その行事というのも地域に特色のある事業という

ことも大切だというふうな意見もいただいておりました。 

それとあと丸の上から三つ目、小石川のレコードコンサートはとあるんですけれども、課

題として外に向けた周知が必要ではないかというご意見もいただいております。 

そして、改修、施設の部分としての意見もいただいております。それは上から４番目の丸、

改修に向けスペースのことを考えるとき、イベントしか向かない、固定的な内容だと何十年

先を考えると流動的スペースを設けるとよいのではないかと考えるというご意見もいただ

いております。 

こうした意見を踏まえまして、（２）意見の要約といたしました。まず、四つポチがあり

まして、上の一番目のポチと三番目のポチは、地域にある図書館だからこそできる行事への

取り組みをしてほしい。もしＩＣタグが導入された場合には、出たマンパワーを行事に生か
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して区民サービスへの展開を期待するという、今後に向けたご意見。そして、上から２番目

のポチは、実施している行事はより広く周知が必要だという、現状の事業への取り組みにつ

いてのご意見。そして４番目、こちらは施設として今後の施設改修では専用のスペースとす

るか流動的（多用途）なスペースとするか、今後の行事のあり方を見据えて行事用施設の検

討を要しますという内容でまとめさせていただきました。 

これを大きくまとめた内容としましては、同じような内容になりますけれども、図書館行

事については今後とも地域の図書館として機能すべく多くの利用をいただけるよう工夫し、

取り組みを続けてほしい。また、行事用施設の設置やあり方については、ニーズや今後の行

事の実施のあり方などを見据え、その間のキャパシティの中で総合的に判断し、多用途施設

もしくは専用施設の判断など、柔軟に対応してほしいとまとめさせていただきました。 

○植松委員長 ４番の図書館行事とそのスペースについてでございますが、いかがでしょ

うか。こういったまとめ方でよろしいでしょうか。 

 それでは、そのようにさせていただきます。ありがとうございます。 

 続きまして、次第の２でございますが、小石川図書館の改築についての議論に移りたいと

存じます。 

 まずは事務局が準備した資料に基づいて、説明をお願いします。 

○事務局（鈴木） 事務局の鈴木でございます。よろしくお願いいたします。着座にて説明

をさせていただきます。 

 事前にお送りしてございました資料第 15号をご覧ください。 

 小石川図書館改築の検討について、まとめさせていただきました。これまで配付をいたし

ました資料と内容の部分で重複するところもございますけれども、改めて小石川図書館の

現状について課題の整理をしておきたいと考えております。 

 小石川図書館につきましては、昭和 41 年に竣工、平成 12 年３月には耐震補強の改修工

事を行っております。その下、表になりますけれども、小石川図書館のデータをここでまと

めさせていただきました。 

 参考までに真砂中央図書館のデータを隣に併記してございますので、あわせてご覧いた

だきたいと思います。 

 構造といたしましては、地上４階地下１階の建物で、床面積がご覧のとおりとなっており

ます。座席についてはホールの座席を含めて小石川については 222 席ございます。 

 次に資料の数ですけれども、平成 31 年３月 31日現在で 21 万 7,367 点の資料を持ってお
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ります。小石川図書館は昭和 41 年に現在の建物でオープンをしたときには、一般図書が６

万冊、児童書は 5,000 冊、視聴覚資料につきましてはまだ数が整っていなかったために、貸

し出しが開始されるのは昭和 44 年になってからということでございました。そういったこ

とを考えますと、50 年余りの時間を経て多くの皆様にご利用いただく中で、これだけの資

料を充実させてきたという経緯がございます。 

 次に、貸し出しの数ですけれども、64 万 6,600 点と文京区立図書館の中で一番の貸し出

し数を誇っております。一般図書と視聴覚資料は区内で１位、児童書については千石図書館

に次いで第２位となっております。 

 次に分担収集、失礼いたしました。字が間違っておりまして失礼いたしました。分担収集

の担当分野でございます。以前にもご説明いたしましたけれども、文京区の図書館は大規模

な中央館を持っておりませんので、担当分野ごとに中央館的な資料の収集を行っておりま

す。小石川につきましては、社会科学の分野の中で法律と教育、そして音楽、舞踊、それと

日本文学を中心に集めているところでございます。 

 次に行事の実績ですけれども、ここに書かれておりますとおり、大変多くの行事を開催し、

多くの皆様にご利用いただいているところです。特にコンサートにつきましては、後でも申

し上げますけれども、視聴覚ホールを持っておりますので、そちらで開催をし、大変好評を

いただいているところです。 

 それから最後の行になりますけれども、乳幼児向けの事業が 50 回開催されておりまして、

2,200 人余りの方にご参加をいただいております。区内の中でも特に多くの方にご参加をい

ただいているところも小石川図書館の特徴の一つかというふうに思われます。 

 こういったことを踏まえまして、課題について改めて考えてみたいと思います。裏面をご

覧ください。 

 何度も申し上げておりますが、やはり老朽化の進行が非常に著しくなっております。空調

や給排水などの設備につきましては、不具合が生じるたびにその都度対応しておりますけ

れども、ここは改築が一日も早くと待たれるところでございます。 

 次にバリアフリーの問題です。地下１階から地上４階までの施設でありながら、エレベー

ターの設置がございません。そのために階段を使って上がったり下りたりといったような

ことをしなければなりません。 

 さらに、積層書架といいまして、中２階の構造となっておりまして、ここにつきましては

大変小さな階段で上り下りをせざるを得ないというような仕組みになっております。 



11 

 

 また、書架と書架の間が大変狭く、また天井も低いというようなこともありまして、非常

に使いづらいといったようなことはあるかと思います。 

 しかしながら、こういったことに対応していった場合、現在の規模の維持が難しくなると

いうこともまた一方での課題ということになろうかというふうに思います。 

 次に駐輪場の問題です。現在も駐輪場はございますけれども、大変手狭で自転車が道路に

はみ出すような形となっております。大変危険でもございますので、駐輪場の拡幅というこ

とも喫緊の課題かと思っております。 

 さらに障害者用の駐車場が現在ございませんので、改築後はこちらは設置が必須という

ことになってまいります。こうした課題につきましては、改修ではなく全面改築をもって解

決するということになってまいりますので、今後この具体化を図っていく必要がございま

す。 

 次にサービスに則した課題について、ご説明したいと思います。先ほども申し上げました

ように、区内の図書館の中でもトップレベルの資料数と貸し出し数を誇っております。現在

は比較的ご自身で資料を検索されて、資料が届けばそれを借りにいって返すだけというこ

とで、取り次ぎ的なところで多くの目的が達せられるという利用者の方も大変増えてはお

ります。窓口でリクエストや予約をするという方に比べて、インターネットなどを使ってＷ

ｅｂを使って予約リクエストをされる方が非常にふえていて、割合としては今そちらが９

割に迫るような数になっているというような事情もございますけれども、ただその一方で、

やはり多くの資料を目に触れ、手に触れ、そしてその中で思いがけない本と出会う、思いが

けない資料と出会う、そういった中で課題の解決をしていったりですとか、好きな本と出会

ったり、好きなレコードと出会えたりというようなところでの図書館の楽しみ方、そういっ

たものもやはり図書館としては確保しなければいけないことかと思います。 

 小石川図書館の利用の状況を見ますと、現在の蔵書数についてはどうしても確保してい

きたいと思っておりますけれども、先ほど申し上げましたように、バリアフリーなどに対応

していった場合に、床面積が現在よりも狭くなってしまうというようなことについては、い

かにして折り合いをつけていくかということの一つの方策として集密書庫の設置というこ

とが出てくるかと思います。 

 今、小石川図書館には書庫といえるものがほとんどない状況ですけれども、ここで書庫を

設置するということによって、蔵書数の確保ができるということがあります。また、今のよ

うに、ほとんどの資料が開架されていて、利用者の方の目に触れることが確保できなくなる
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ということもございますけれども、やはり保存をし、必要に応じてきちんと資料を提供して

いくというためには、書庫の設置ということも今後考えていく必要があると思っておりま

す。 

 次に、児童コーナーに関する課題です。布の絵本ですとか、あるいは外国語の絵本なども

含めまして、大変豊富な児童資料を備えております。そうすると、先ほどもありましたよう

に、大変乳幼児の利用が増えているという状況のもと、児童コーナーの拡充、あるいはおは

なし会用の部屋の拡充といったことは、どうしてもなし遂げたい課題だと考えております。

現在も独立した児童のコーナーを持っておりますけれども、少々手狭になっておりまして、

特に小さいお子さんの利用がふえているにもかかわらず、寝転び台が非常に狭く、またちょ

っと高いというようなこともありまして、小さいお子様には使いづらい状態になっており

ますので、そういったことも含めまして、児童コーナーの拡充ということは必要と考えます。 

 また、おはなし会用の部屋が地下にございますけれども、ここも大変狭くなっておりまし

て、ほかの図書館ですと、１回で済むことを２回に分けて、２部構成にしておはなし会を実

施するというようなことも起こっておりますので、この辺も利用者の方が増えていること

を考えますと、もう少し充実した部屋というのが必要になってくると思います。 

 合わせて、授乳室などの設備についても、きちんと対応をすることが求められております。

また、ＹＡコーナーですね。中学生、高校生など、10 代の方に向けたコーナーの整備とい

うこともまた必要です。現在もＹＡコーナーはございますけれども、中高生の方たちが来て、

グループで学習をしたりですとか、調べ物をしたりというところでは、ちょっと使いづらい

場所にございますので、ここの整備ということもやはり必要になってまいります。 

 ちなみに、真砂中央図書館では、ＹＡの部屋は独立した部屋を設けておりまして、そこで

中学生、高校生、10 代の方たちが自由に利用できるようにというふうにしておりますけれ

ども、他方、それ以外の年代の方がちょっと入りづらいというようなお声もいただくことが

ございますので、小石川の改築に当たりましては、このＹＡコーナーをいかにして整備して

いくかということも検討していく必要があろうかと考えております。 

 次に、視聴覚資料についてです。これも、再三申し上げておりますとおり、全国的にも非

常に貴重なＬＰレコードを初めとした資料を持っております。また、楽譜などの音楽図書に

ついてもたくさん持っておりますので、これを今後どうしていくのか。さらに活用していく

ためにどうするかといったことも考えながら、改築に備えていきたいと思っておりますが、

現在レコードは、レコードだけの個室を持っております。約２万点のレコードが一つの部屋
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にずらっと並んでいるという、それは非常に壮観であるんですけれども、今後もこういった

部屋が必要かどうかということも含めて考えていかなければならないと思っております。 

 次に、視聴覚ホールについてです。先ほどコンサートということを例に挙げましたけれど

も、ここでさまざまな事業を展開しておりますが、クラシックな雰囲気が利用者の方からも

非常にいいというお声もいただいていまして、改築後もこの雰囲気を残してほしいという

ような投書もいただいたりしているところですけれども、しかしながら、ここにありますよ

うな講演会や映画会、コンサートといったような事業には大変向いているんですけれども、

それ以外の用途には使いづらいということもございます。小さなお子さんたちには一つ一

つ区切られた椅子というのは余り座りやすくはないと思いますし、この後出てきますほか

の用途というところで、多目的なホールへの移行ということも課題として検討をいただけ

ればと思っております。 

 閲覧席の問題につきましては、先ほど来出ておりますけれども、小石川図書館につきまし

ても、座席の増設ということが求められているところでございます。特に、個人用の席が非

常に少ないということもございますので、そういった席を増やすということ、あるいは多様

な席の設置ということが必要かどうかということも含め、検討していきたいと思っており

ます。 

 飲食のスペースにつきましては、実は小石川図書館は開館当初から食堂を持っておりま

したが、現在はございません。文京区の図書館は全て飲食スペースはないということになり、

小石川も同じ対応になっているんですけれども、今後長い時間図書館で過ごされる方のた

めに、一定程度軽食などがとれるようなスペースが必要か、あるいは、自動販売機のような

ものの設置が必要かということも考えていかなければならない課題となっております。 

 続いて、ＩＣタグなどの問題ですけれども、これも先ほど出ましたとおり、不明資料の問

題ですとか、それにも増して、自動貸出機の設置を求めるお声というのが年々増えていると

ころでございます。利用者の方が職員も含めて人の目を気にせずに、自分の借りたいものを

自由に借りていけるような、そういう仕組みとして自動貸出機を設置してほしいというお

声が年々高まっているところでございます。そういった状況のもと、ＩＣタグ、あるいは入

館ゲートの設置ということが近い将来必須となってくるかと思っております。また、ご自身

で検索するための機械、ＯＰＡＣですね。これが、現在小石川はちょっと少ないという状況

がございますので、真砂並みに増やしていくことが必要になってくると思います。 

 読書記録への対応ということにつきましては、これは小石川だけの問題ではないのです
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けれども、年々お声として大きくなっているところですので、小石川の改築に合わせて、こ

ちらへの対応ということも検討していけたらと思っております。 

 次にボランティアの方の活動についての問題です。児童コーナーのところで布の絵本と

いうことを申し上げましたけれども、以前から小石川図書館では、ボランティアの方たちに

布の絵本の製作をお願いしております。非常にたくさんの作品をつくっていただいて、小さ

なお子さんたちがそれを使って遊んでいる姿も見受けられるところなんですけれども、そ

の作成の場所ですとか、あるいは読み聞かせなども多くのボランティアの方にご参加をい

ただいております。そういった方たちが打ち合わせをしたりですとか、あるいは読み聞かせ

のリハーサルをしたりですとかというところのスペースについての確保も今後必要になっ

てくると思っております。そこで、仮に視聴覚ホールを多目的な部屋とした場合には、そう

いったことにも活用できるとも考えているところでございます。 

 最後になりますけれども、資料、サイン表示、その他ハード、ソフト両面において、多言

語化を含めて、多文化サービスへの対応ということも今後必要になってくるかと思ってい

るところでございます。 

 ほかにも、いろいろと課題として皆様がお感じになる点があるかもしれませんので、そう

いったこともお出しいただければと思います。事務局で改めてこういった点について整理

させていただき、今後の議論の参考にしていただければと思っております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○植松委員長 ありがとうございました。続きまして、小石川図書館長の山田幹事、補足が

ありましたらお願いします。 

○山田幹事 はい、ありがとうございます。１点目のところで、行事の数を書いていただい

たのですけれども、こちらのおはなし会、乳幼児向け以外のものは、ほとんど４階のホール

で行っております。４階まで階段のみでございますので、ご年配の方、それから車椅子のお

子さんは上がるのが非常に困難です。車椅子の方はスタッフ複数の者で手分けして、上まで

上げて対応しておりますが、やはりご年配の方などはそこまでして上がるのは心苦しいと

いうことで、参加できない場合もありますし、ことしは上がれたけど、来年は上がれないか

もしれないというお言葉をいただくこともあります。 

 それから、布の絵本等をつくっていただいているお部屋の４階の会議室でやっていただ

いております。会議室の横に準備室という小部屋がございまして、そちらにたくさんの材料

ですとか、荷物を置いていただいています。昨年度、４階の雨漏り工事と空調の入れかえ工
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事がございまして、そのときには４階が全く使えなかったので、全て荷物を私どもが地下ま

でおろしまして、地下の狭いお部屋でしばらく布の絵本の皆様に活動していただいたこと

がありました。私からは以上でございます。 

○植松委員長 ありがとうございます。今、事務局と山田幹事から小石川図書館の現状並び

に課題について説明いただきました。皆様の中で、まずどう改築するかという話の前に、小

石川図書館としてこういう点も課題ではないかということについて、ご指摘されたいとい

うことがあれば、ご発言をお願いいたします。 

○原委員 保育園保護者代表の原でございます。前回の会議でもちょっと申し上げたんで

すけれども、小石川図書館の場所は同じ場所に建てかえるのがよいのかどうかということ

をいま一度検討できないかなと思っております。というのは、第１回の委員会のときに、区

内で図書館は全部で 10拠点ありますと。それで、それぞれの図書館が徒歩というか、１キ

ロ圏内でほぼ全ての文京区のエリアがカバーできていると。ただ一方では、白山一丁目と水

道二丁目でしたかね、そこら辺は空白地帯になっていて、１キロ以上歩かないといけないと

いう中でいうと、もしかしたら小石川図書館を今ある場所よりもう少し東側と言いますか、

小石川植物園寄りのほうにずらすことで、そういった空白地帯を少しでもなくして、より区

民の皆様に対してフェアな立地というのが実現できるのではないかということを考えてお

りまして、場所の問題はもちろんいろいろと実現可能性の高さとかがあるとは思いますけ

れども、まずそこは検討するべきではないかと思っております。以上です。 

○植松委員長 ほかにはいかがでしょうか。 

 それでは、小石川図書館の改築ということに向けてですが、最初のこの委員会でも意見が

ありましたように、規模が未定のままでは議論が進めにくいことは明らかです。しかし、規

模については、今ここでどのくらいとかということを申し上げることはできないというの

が事務局の方向だそうです。とはいえ、現在の小石川図書館より大きく、真砂中央図書館よ

りは大きくないというくらいを想定したいと思います。 

 それから、場所についてですが、現在の場所というのが議論の基本ということです。これ

も第１回のときに説明がありましたが、現在地でそのまま建て直すと、現在の建築基準法等

の関係で今よりも小さいものしか建てることができないということでありまして、そうし

ますと、竹早公園全体との関係ということが出てくるということでありますけど、それは区

内全体での検討が必要になるというところであります。以上のような条件のもと、小石川図

書館を建て直すとして、皆様としてどういう図書館を望むかということを、これから議論し
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てまいりたいところです。 

 まず、小石川図書館ということで、これまでの伝統を踏まえて、小石川の特徴を生かした、

小石川図書館ならではというところで、これからもこういう部分は是非持続していきたい

とか、もっと発展させていきたいというようなことがありましたら、まずその辺から議論を

お願いします。いかがでしょうか。 

 特に、豊富なＬＰレコードを持っているということですが、これについては、皆さんはど

うお考えでしょうか。どうぞ。 

○原委員 保育園保護者代表の原でございます。確かに、２万点を超えて非常にレアという

か、ほかで見かけたことのないＬＰがたくさんあって、非常にいいなという部分なんですけ

れども、同時に、そのＬＰが導入されてから結構な年月が経過しているので、保存状態がい

ま時点でも余りそこまでよくないなというのが、率直な感想です。この先、10 年、20 年、

50 年とまた新しい図書館が建って、その 50年後にさらに劣化していくというのが普通の考

えなので、それをどう保存していくか、合わせて、ほとんどＬＰというのは当然大量生産さ

れたものではあるんですけど、ほかで見かけないという以上、オリジナルに等しい価値があ

るかなと思うんですけど、それをどのように保存していくか、それを貸し出すということに

ついて、非常に希少価値のあるものだと思うので、このまま貸し出しを続けるのだったら、

その方法は考えなきゃいけないかなというふうに思っています。以上です。 

○植松委員長 どうぞ。 

○高栁委員 高栁でございます。先ほど委員長の、事務局のほうでしたかしら、全体の広さ

として、小石川より広く、真砂中央より狭いというと、1,000 平米はふえないという前提が

そこにあるわけですよね。イメージとして。その中で、先ほど事務局の方から説明があった

課題の内容をずっと見ていったときに、どうしても現場でこれとこれだけは必要といえる

ものが、まず施設面で何点かあって、そして実際の資料のこの多さをどういうふうに確保し

ていくかというのが一番大きな問題じゃないかと思うんですね。先ほど委員長のほうから

お話がありましたが、レコードも確かにかなり多いんですけれども、でも今の利用度として

何が一番多いかということを考えたときに、ここにも出ていますように、資料の一般貸し出

ししているものが 35 万冊もあるというような状況の中では、そこの辺の動線を含めたとこ

ろを一番先に考えないと、余り大きくならない状態の中で、これもこれもという部分では、

もう無理じゃないかなというふうに思うんです。その場合は、現場のほうからここの部分だ

けはどうしてもということがもしあれば、現場で働いていらっしゃる方が、今現実に困って
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いる部分が一番よく見えると思いますので、そこをまず重点的に考えるのがいいんじゃな

いのかなというふうに思いました。もし、そういうものがあったら、お聞かせいただきたい

と思います。 

○植松委員長 山田館長お願いします。 

○山田幹事 ありがとうございます。本当にあれもこれもというのは、大変厳しい状況だと

は思いますし、中２階、２層、３層にかなりの量のものが入っていますので、あれを取り外

すとなると、量が減ってしまうということは明らかだと思います。その中で、担当する資料

の分類としては、法律と教育、音楽、日本文学というところを重点的に今も古いものもしっ

かりとっておりますので、せっかく文京区の中で分担が決まっているのですから、そこを中

心に考えていくことが必要になってくるのかなと思います。 

 それと合わせて、中央大学が茗荷谷の駅前に例えば移転してきた場合に、取り次ぎ業務を

中央大学が茗荷谷の駅前で行うとすると、かなりの量の予約の受け渡しがそちらに流れる

のではないかと考えているんですね。そういった場合に、現在の貸し出し数というのは、大

分崩れるのではないか、変化があるのではないかと思います。という意味では、多少書庫的

な部分といいますか、実際に見ていただく部分よりも、書庫的な部分、しっかり取っておく

部分を担っていくということも一つは重要なのかもしれません。 

 ただ一方で、子供行事に参加される方々、子育て中の方々も非常に多いので、実際に直接

サービスの部分も大切な部分というところを基準に強くは感じております。 

○高栁委員 そうしますと、今の書籍に関しては、中２階の積層のところは、仮に全部地下

にもっていって、地下を全部書架にしてしまえば問題はないわけですよね。 

○山田幹事 そうですね。 

○高栁委員 今全部オープンスペースになっているんですけれども、書架の中でこれだけ

の狭い図書館を全部オープンスペースで書籍を保存するということはかなり難しい状態で、

ＯＰＡＣを少しふやしましょうと言っているぐらいなので、皆さん検索して見ていますか

ら、実際には書庫にしまって、全部手で取ってみられなくても、閉架扱いにして、全部地下

を集密にしてしまえばかなりのスペースを少量化できるというふうに思うんですね。そう

いうふうに考えないと、どんなに広くても足りない。これでは全然足りないという、施設だ

けつくるだけでも 1,000 平米ぐらいふえちゃうわけですから、中にある資料類というのが

どうにか処分するのももったいないですから、保存していく方法でということになると、や

はり集密かなというふうに思うんです。 



18 

 

○山田幹事 そうですね。おっしゃるとおりだと思います。 

○植松委員長 今、お話に出ました取り次ぎということについて、この委員会で既に発言が

ありましたので、もう一度確認させていただきます。 

○内藤中央図書館長 茗荷谷駅前の旧都営バス車庫の跡地ということで、そちらには中央

大学が建物を建てるということで伺っております。ただ、こちらはコミュニティ施設などが

入るということで伺っておりまして、この中に図書の取り次ぎスペースも入るというふう

に伺っている次第です。 

○高栁委員 ごめんなさい。取り次ぎって図書館の図書の取り次ぎをしてくれるというこ

とですか。 

○内藤中央図書館長 そうです。 

○植松委員長 今、事務局から説明がありましたように、いわゆるＷｅｂ予約が約９割とい

うことですので、Ｗｅｂ予約でのやりとりはそちらのほうに移行するとすれば、この新しい

小石川図書館では、直接棚から本を探して借りようと、あるいはそこで読もうという人が主

なユーザーになるということが想定できるということです。 

○諸留委員 ちょっと違いまして、自分のうちから近いからそこに行くわけです。小石川図

書館のすぐそばに住んでいる人が、Ｗｅｂだからとわざわざよその図書館まで行くわけな

いので、自分の希望するところで貸借できる、そもそもの図書館に、それで１日２回巡回し

ているのですか。 

○内藤中央図書館長 １日４便です。 

○諸留委員 ４便ですか。４回行っているから、そんなに混むというか、作業があるかもわ

かりませんけど、貸出、返却がそんなに不自由になるということはないと思うんです。 

○太刀川委員 太刀川です。取り次ぎは便利のいいところでしなくてもいいのかなという

のが個人的に思いますね。せっかく駅横に土地が確保できるのであれば、区民の皆様が便利

になるように使えるスペースに使って、取り次ぎはきっと車なんかを使ってやられるので

はないかと想像するので、もうちょっと奥まったところで作業的にやったりするんじゃな

いかなと思うんですね。あと、貸し出しのことについてなんですけど、自動貸出機と自動返

却機というのは、図書館に限らずシビックのどこかのスペースとか、どこかの駅の中とか、

どんどんふやしていったらいいんじゃないかなとちょっと思ったりしています。 

 中央大学は何年くらいにできますか。 

○大川幹事 済みません。先ほど館長が言われたように、大塚バス都の交通局の土地を貸し
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出すということで、事業者募集をしたところ、中央大学がそこの事業者に決定をしたという

形です。そこの募集の段階で、区のほうからはコミュニティ施設と子育て施設を事業者から

借りるということを条件に公募していただいています。保育所、一時保育所、育成室、大塚

地域活動センターをそこの茗荷谷駅前の中央大学の校舎の中に設置するという形です。そ

の活動センター規模と合わせて、そこで図書の取り次ぎもできるようにしようという形で

今協議を進めている状況になります。そこは中央大学の法学部が２年から２年生がそこに

入るということで、今のところ 2023 年４月からという形で進めています。 

○植松委員長 どうぞ。 

○原委員 保育園保護者代表の原でございます。先ほどリアル図書というか、貸し出しの件

で議論ということだと思いますけれども、あわせて電子図書を推進していくという中では、

今、ゼロ、これの電子図書、これから数年後にそれが１になって２になってということにな

っていくのかなと思うんですけど、そういった指標というか、５年後は何割を電子図書で貸

せるようにしようとか、そういったことって今の時点ではあるんでしょうか。 

○植松委員長 文京区の図書館としてはありません。 

○原委員 わかりました。何でかというと、当然、電子図書が貸し出しがふえていけば、そ

もそもどこかにとりに行く必要がない。なので議論の方向性も多少変わってくるかなと思

ってお尋ねいたしました。 

○植松委員長 私の知識に基づいて申し上げると、電子書籍については、当然、出版業界と

の問題があります。ベストセラーを紙の本と一緒に電子化してしまうと、もう紙の本が売れ

ないということになりますので、例えば紙の本の出版後、数年は電子化しないというのが一

つの方向。それから、逆に今度は紙の本は印刷せずにもう電子版だけで行くというものが世

の中に出てくるということであります。ですので、どちらが将来的に人々が読むものとして

大きなシェアを持つかということはまだちょっと未定ということですね。 

○原委員 わかりました。ありがとうございました。 

○植松委員長 ほかにはいかがでしょうか。 

 それから、別の視点として、現在、文京区では乳幼児とその家族が増加していますし、ま

た全国的な状況と同じですが、高齢者も増加しています。図書館は人々の税金で運営される

ものですから、あらゆる人々が来館して利用されるということが望ましいわけですが、実際

問題としてはそうはなっていなくて、全ての区民が利用しているわけではありません。その

意味から、さまざまな年代の方、多世代の方が集える図書館というのが一つの目標になって
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いるわけですが、小石川のこれからの新しい図書館として、そういうあらゆる年齢層の方が

利用できる図書館となるには何が必要であるとお考えでしょうか。 

 どうぞ。 

○太刀川委員 やはりいろんな世代の方に使っていただきたいのはやまやまなのですが、

やはり小さい。もうそこに尽きるのではないですかね。やっぱりこの面積ではちょっとハー

ドルがかなり高いのではないか。これでは時間ばっかりかかっちゃうというんですかね。何

も前に進まないと思うのは私だけでしょうか。すみません。 

○植松委員長 何というんですかね、先ほど、今の小石川よりも大きく、真砂中央よりも大

きくないという程度ということで申し上げましたが、私、幾つかの図書館の建設に関与して

おりますが、そのくらいの規模というのはそれほど小さいということではございません。自

分の経験から言えば、そのくらいの面積があれば相当程度の図書館というのは実現できる

というふうに私は思います。 

○太刀川委員 太刀川です。 

 でしたらどんどんマストのところから順番に決めていけばいいだけじゃないのかなと思

うんですけれども。 

○諸留委員 諸留です。 

 前回言ったと思うんですけど、今の小石川よりは大きく真砂より小さいとか、そんな話ば

っかりやっていると本当にわけがわからないから、区役所の中には専門の部署があるわけ

だから、それとここに書いてある制約がありますよね、用途地域だとか高さ制限とか建蔽率

とか全部ね、それを実際シンプルなラインでいいですから、こんな感じだよというのが１、

２、３でもいいので、正式に部長を通して部長から都市計画部長に行って、正式にこういう

ことをやって案を１案、２案、３案とつくっていただいて、それでやっていったほうが今の

おっしゃった話としては進むと思うんですよね。 

 その中でこんな感じだったらこうだなとか、少しは出てくるけど、いまだ進まないという

のは、エレベーター設置がどうのこうのとか、あるいは２階のやつを外すとか、そんな話を

言っていると本当に時間の無駄で、あれは当然壊して建てかえることになるんでしょうか

ら、提案しますけどもっと具体的に絵を描いてやられたらどうでしょうか。教育委員会の部

長から部長に行けば正式になるので、まさか課長から課長にちょっとつくってくれないと

言って、そんなことできないんだけど、それなりの順序を踏めばやってくれるんじゃないで

すかね。こういう委員会でこういう話があったからどうですかということで。それでライン
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で、そんなに奇抜なことはできないんだから、できるとしたら地下の１階にこだわるぐらい

で、お金かかるけど地下２階にすれば結構な問題が解決できるわけですから、建物も昭和 41

年ですか、まだ 53年しかたってないんですよね。鉄筋コンクリートのものは丁寧に保守す

れば 100 年だって軽くもつわけですよ。だからこれも地下２階やって、そうすればお金だっ

て今は投資したってペイすると思いますけどね。 

 ついでに言っちゃうと、建物の設計もそうだけど、建てるときも、これまた別な話になっ

ちゃうんだけど、ちゃんとした業者を入札でしっかり選んでいただいて、100 年もつような

建物でやられたらどうでしょうか。 

○植松委員長 どうぞ。 

○内藤中央図書館長 では事務局から。 

 まず、具体的にＡ、Ｂ、Ｃ案とかというのを出すというお話なんですけれども、そのＡ、

Ｂ、Ｃ案を出すという前の段階として、小石川図書館を現在利用されていらっしゃる。ある

いは利用しないまでも知っておられる。そういう区民・利用者のご意見を先にまず伺って、

その中でどのような、その伺う場として、今回この委員会が設置され、そしていただいた意

見をまとめた段階で、具体的な流れに持っていくと。その段階において、Ａ、Ｂ、Ｃ案とい

う具体的な話になってくると思いますが、現在この場は、まず小石川に持ってほしい機能で

あるとか、そういった意見をお受けしたいと考えております。 

 あともう１点、先ほど大きさの話として、委員長より、現在の小石川図書館と真砂中央図

書館の間ぐらいの大きさという話ですが、これは別に確定となっている話ではなく、概ね、

これぐらいであろうかという推測の部分ではあるのですが、こちらの資料、小石川図書館の

資料第５号にも書いてあるのですが、小石川図書館の土地の敷地面積は 668.27 平米、そし

てこの土地は小石川図書館としての土地になっています。それ以外の部分の区画は、全部竹

早公園の敷地となっています、この竹早公園の敷地は 7,524 平米ございます。現在、都市公

園法の改正がありまして、その内容によって公園の約１割程度、私も専門職ではなく、説明

できず恐縮ですけれども、１割ぐらいまでは公園以外の他の用途にも転用しても構わない

というような法改正であった、というふうに伺っております。しかし、そのまま全部、その

1割分全部という話となると、元々は竹早公園の敷地で、その公園の利用者の声であるとか

考え方というのも伺っていく必要がある。また、竹早公園内には多くの部分をテニスコート

が設置されていたりしますので、そういった部分の利用者のご意見など考えてまいります

と、その１割全部を図書館のみに使うことは難しいのではと考えるところから、現状の建物
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よりも大きくしないと蔵書冊数は今よりも減ってしまうでしょうし、さりとて、真砂を超え

るような大きなものは可能なのかというところで、想像する一つの基準ということでのお

話でございます。 

○諸留委員 すみません、もう一回。諸留です。 

 だけど、それは要望を聞いたって全体の容量が決まっているわけだから、幾ら聞いたって

大きければ大きいほどいいわけだから、制限があるわけだから、それをどっちが先かわから

ないけど、それはやっぱり制限があるんだったら、それと公園の話も、昔、音羽中学のとき

も、隣に新大塚公園があって、あれももめたんですよ。都市何とか公園だ何とかといって、

もめて、結局あそこにグラウンドはできなくて、公園いじくると、簡単に区の土地だからと

いって区だけではできないんですよ。勝手に。東京都か何かの制約があるんですよ。だから

それなんかもやっぱり都市計画の専門家の意見を聞いて、こういう制限があるよとか、そう

いうことをやっぱり調べられたらどうですか。こういうわからないこと幾ら言ったって話

が本当に進まないですよ。 

○内藤中央図書館長 事務局です。 

 繰り返しになるのですけれども、その具体的な数字云々という以前に、小石川図書館に何

を求めたいのかという意見を伺った上ででないと、具体的な構想はなかなか難しいのでは

ないかなと考えてございます。我々区のほうで全部案をつくってお見せするというよりは、

まずご意見を伺って、それをベースに具体的検討に入る、そこで専門の技術の職員も入ると

か、そういう形でご提示していくというのが流れかなと考えてございます。 

○山﨑委員 すみません、いいですか。先ほど諸留委員が言われたように、都市計画部の職

員等とも事前に私ども話はしているところです、その中で、最初からキャパシティありきじ

ゃなくて、どのようなコンセプトでどのような機能を持った図書館にしたいかというとこ

ろが出てこないと建物の規模というのは出てこないというようなお話もされている中で、

この検討部会のほうでそういうコンセプトとか機能についてご意見いただきながら、一定

のイメージを持った上で、じゃあどのくらいの建物が必要なんですね。それだったらそうい

う都市公園の手続とかが可能ですとか、そういう話を進めてもらえないかというような状

況にはなっているというところで、最初に 3,000 平米の延べ床だ、4,000 平米だというと、

その大きさを確保してどうするんですかみたいなことにもなりかねないので、こちらで機

能とかコンセプトについて議論していただきたいなと思ってやっていることではあります。 

○内藤中央図書館長 もう１点、事務局からも補足です。 
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 資料第 15 号をご覧いただきますと、真砂中央図書館のデータも併記してございます。 

真砂中央図書館の規模ですが、既存の建物の枠内で大規模改修をして、これだけの規模を

維持しておりますが、小石川図書館は改修ではなく、現在の機能からするとエレベーターも

付けられない。積層書架がありバリアフリーもできない。そういったところからあそこは改

築するしかないとなりますと、新しい技術というか、設計技術が加わることによって蔵書数

を一定程度確保するというのも、専門職の方であればよくわかるとは思うんですけれども、

そういったものも踏まえていろんな工夫というのはできるかと思いますので、その工夫の

ためには、まず今どういったものを小石川に求めているんだろうかというご意見を是非伺

いたいというものでございます。 

○植松委員長 どうぞ。 

○岩本委員 はい。ありがとうございます。だんだん何か話が見えてきて、私も最初何を話

したらいいのかわからなくて、話が見えてきたなと思ったのは、結局マストなものと、あっ

たらいいなと思うものと、まああってもなくてもいいなという、そういうある程度の順位づ

けができてくれば、マストなものに関してはきちんと面積を確保してくれるし、こうあった

らいいなと思うものも声が大きいものに関してはできるだけ入れましょうという、そうい

う考えをしてくださるという、そういうことなんですよね。 

○内藤中央図書館長 意見をいただいておりますので、是非これについては導入してほし

いであるとか、そういったご意見をたくさんいただければと思います。 

○岩本委員 そうなると、ある程度やっぱり順位づけというか、それをしていかないと、全

部並列に行っちゃうとそれはできないよという話になってしまうので、マストが何かとい

うところと、あったらいいなと思うものでも優先順位の高いものというふうに、そういうふ

うに話を進めていけばいいような気がします。 

○植松委員長 どうぞ。 

○原委員 保護者代表の原でございます。 

 今のお話を伺って、さらにこういうやり方はどうでしょうかという話なんですけれども、

割と大き目のコンセプトとして幾つか提示して、それをさらにブレークダウンしていくと

いうことをやれば議論が盛んになっていいんじゃないかなと思って、ご提案ですけれども。

例えばなんですけれども、新たな学びができる場所にしましょうよというコンセプトで、皆

さんがそれでいいですねというふうに同意をいただけるのであるのなら、じゃあそのため

にはこれが必要ですねというふうに幾つか出していくという、もう一つ例えば豊かなコミ
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ュニティが育まれる場所にしたいですねということがあったら、じゃあそのためにはこれ

が必要ですねと、そういうような形で進めていくのが割といいんじゃないかと思うんです

けど、いかがでしょうか。 

○植松委員長 はい。ほかにいかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○北嶋委員 北嶋です。 

 一つの特色として視聴覚ホールというのがありますよね。意見の前にちょっと質問なん

ですが、資料の中で、流動的（多用途スペースとする）という意見の集約がありますよね。

多用途という言葉が出てきますよね。片や資料 15のほうを見ますと、多目的という言葉が

あります。使い分けていらっしゃるのか、それとも混同しているのか、何らかの定義をして

使ってらっしゃるのか、それをちょっと質問させてください。 

○内藤中央図書館長 では私のほうから。 

 基本的には多用途とその言葉ですけれども、今のところ両方とも同様な内容として考え

ております。ですので、それぞれ資料において言葉が違うというのは、訂正させていただき

ます。 

○北嶋委員 北嶋です。 

 では、意見のほうなんですけども、何でもかんでも受け入れちゃうというホールにすると、

いろんな設備等も大変になっちゃうし、いろんな面でどっちも満足できないような状況に

なりがちなわけですね。音楽関係の人なんかだと、いわゆる多目的というところをそれでは

なくて多用途だよという、使い分けしたりするんだと思うんですが、そういう意味では、あ

る程度限定的なものにしながら質をよくしていくというところは恐らく小石川として狙っ

ていく線じゃないかなという気がするんですよね。ただ、いろんなバラエティーも今後時代

に応じて出てくるんだろうなということを考えると、そこも幅広く受け入れていきたいな

と。そうするとどうも一つだけでは足りないのかなという、そういう欲が出てきてしまうと

思うんですよね。そうなると、規模算定のときに 1,000 平米までふやせないのかとなると、

なかなか厳しいものがあるなという。 

 だからそれこそ皆さんの意見の中でも、事務局のおっしゃることもわかるんですが、確か

に希望を述べたい部分になってくると、欲がどんどんどんどん出てきちゃうんで、それが後

でしぼんでしまうのは嫌だなというところを恐らく皆さんは気にされているんだと思うん

です。とは言いながらも、最初はできるかどうかわからないにしても、やっぱり希望を述べ
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てみたいなというところがないと、本当に夢のあるものってできませんから、そこのところ

はむちゃくちゃかもしれないですけど、やっぱり夢を描いて、ここのところだけは実現した

いと言っていったらいいのかなという気がするんです。それによって、場合によっては何か

思い切った話というのが出てくるのかどうか。期待するのがどのぐらいあるのかわかりま

せんけども、ほかの施設との合築だとか、場所が竹早からもうちょっと向こうに行くとか、

原さんが言ったような話というのも何か浮上してくるのかな。そんな気がするのですけれ

ども、いかがでしょうかね。 

○内藤中央図書館長 そうですね。今、北嶋委員からお話いただきました、例えば専用の施

設は小石川には要るよねというような意見が多ければ、それを重視した内容での今後のさ

らに具体化した検討、設計を進めていくことになりますので、是非そういった部分をご発言

いただければと思います。 

○岩本委員 じゃあよろしいですか。 

○植松委員長 どうぞ。 

○岩本委員 岩本です。 

 いろんなニーズがある中で、ほかの施設でも多分代替できるニーズって結構あるなと思

っています。前回だったかな、前々回か、自習室の話が出たときに、中学校の空き教室とか

使ったらいいんじゃないみたいな勝手なことを言いましたけど、図書館じゃなきゃできな

いことと図書館じゃなくてもできることと、そのあたりは少し分けて考えていくと、案外思

い切ったことというんですかね、じゃあ小石川の図書館でなければこれはできないよねと

いうところが浮かび上がってくるような気もするんですね。今そうですね、例えば読み聞か

せのスペースというのも、思い切って大原の地活が中央大学さんのところにできそうだみ

たいな話があるなら、そちらのほうを活用してもらうとか、そういうことも考えられるし、

なので、ほかで代替できるようなニーズであれば、思い切ってそちらに担っていただくとい

うことも考えたほうがいいかもしれないなというふうに思っています。 

○植松委員長 どうぞ。 

○高栁委員 いま一つよく見えないんですね。実は公共図書館って行事の実績というのが

すごく多く出ていますよね。自分はもともと専門図書館だったものですから、こういうもの

は余りなかったんですけれども、例えば、行事をこういうふうにふやしていくということで

はなくて、先ほどおっしゃったように、グループ学習室に特徴を持たせて三つ四つつくって

おいて、必ずやはり図書館と関連づけたようなものもテーマに上げながら誰かを呼んでお
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話をしてもらうとか。ただ人数をいっぱい集めるのではなくて、その後必ず図書館の書籍を

利用するような、ちょっとイメージがよく出てこないんですけど、先ほどおっしゃったよう

に、図書館じゃなきゃできないようなことという部分を、それはそれなりの部屋を幾つか特

徴づけてつくっておいて、小石川の特徴みたいな形にするのはどうですか。私なんか自分が

植物好きだから、植物園もあるし、なので、何かそういうところへ行くとわからないものは、

ネットで調べればすぐ出てくるんですけど、あやふや過ぎちゃったりしているものがある

と、やっぱり百科事典とか、書誌類で調べたりします。何かに特化したものを関連づけた上

で、専門家のお話なりあるいは司書の方が何か説明してくれるような、そんな何かができる

と、行事だけにこだわることではなくて、新しくつくるときに特徴をつくったグループ学習

室的なものを三つ四つつくっておくみたいな方法も一つの案かなというふうに思います。 

○植松委員長 どうぞ。 

○山田幹事 今、行事のお話いただきましたけど、小石川の山田です。 

 小石川図書館では、今、行事といっても単に人寄せのための行事というのはほとんど行っ

ておりません。「図書館を使った調べる学習」のワークショップとか、「ｉＰａｄで絵本をつ

くろう」とか、映画会でも映画プロデューサーの方に来ていただいて、解説をしたり、見た

後に感想を言い合っていただいて本をご紹介するというような、何かしら人と資料を結ぶ

取り組みをやろうとはしております。ただ、そのときにホールのような固定した席だと椅子

が動かないとか、明るさが調整がしづらいとかと、そういうところはどうしても出てくるの

で、図書館らしい行事を行うための会議室なりホールというお部屋をつくる余裕があるの

であれば必要ではないかと思います。単に映画館でやっているものを無料で上映するよう

な場所とか、レンタルショップでレンタルできるものを上映するだけのものは必要ではな

いのかもしれません。 

○植松委員長 ほかにいかがでしょうか。 

○北嶋委員 北嶋です。 

 今のお話のとおりだと思うんですね。それをするにもやっぱり人を介してイベントと言

うとちょっと言葉が大き過ぎると思うんですけれども、やっぱりいろいろな仕掛けをして

いく、働きかける、話しかける、間を取り持つ、そういうソフトがあって、そういうハード

が生きると思います。だから、この部屋だとかスペースの話だけにどうも目がいきがちがな

んですけれども、どう使うんだと、どうするんだという話もソフトと一緒にスペースがあり

まして、それについて、例えばいわゆる原単位ですね。それがもうちょっと猶予を持たせた
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いなとか、規模的にはこうしたいんだとかという話が出てくる。そういう考え方をするべき

じゃないかという気がします。 

○植松委員長 いかがでしょうか。 

○廣松委員 廣松です。 

この多目的ホールとあるのですけれども、先ほどから一つ思っているのは、学校図書館と

の連携というのがあると思うんですけど、学校の図書館というのは意外と使われてなくて、

最近は割と使われるようになってきてますけれども、子供たちが学校図書館を使う、地方な

んかは割と公共図書館と連携して貸し出しもやっていると思うんですけど、多分文京区は

そういう活動もやられているんですかね。 

○内藤中央図書館長 団体貸出をしております。 

○廣松委員 それを定期的にやっていくということと、学校図書館と連携してやることに

よって、自分の学校で勉強したくないのかもしれませんけど、小中高、今、学校図書館予算

でつけられているんですけど、ひもつきではないので、結構執行されていないわけです。こ

れは行政が予算をとってもそれを学校図書館の蔵書とか、司書につかっていかないという

ことなので、本来はそこをよくしていくために予算づけしているんですけど、皆さんほかの

財源に使っている例が多いようなのですけれども、学校の小中高の図書館をもっと活性化

させることによって、自習室というのは本来はそこで使っていく手もあると思うんですね。 

 一方で、公共図書館という場をどうしていくかというところについては、先ほどもお話が

ありましたけれども、シニアの方と、あと子供たちが両方これからのターゲットになってい

く。実はそのシニアの方たちが子供と触れ合うというのが、保育園とかで福祉施設と一緒に

介護施設と保育施設が一緒なっているところがあるんですけど、ここでこの老人の方たち

が子供たちと一緒に触れ合っていく。ボランティアでも今自分で来ている人が要るんです

けど、地域のそういう方々が子供たちと一緒に触れ合えるような場所をいうのを考えてい

くと、この多目的ホールという形を広くとることによって椅子が設置されるんじゃなくて、

そこで一緒に昔の遊びをやるとか、公園があるのであれば、雨の日なんかは子供たち行くと

ころないわけだから、そういうものも何かお話し会とかだけじゃなくて、一緒にシニアの人

たちと乳幼児が遊べる。小学、中学、高校は学校に行ってますけど、乳幼児から幼稚園に行

っている方というのは、ほぼもう行く場所がなくなっている人たちが、そういうところに来

て地域の方と触れ合う場所というのをやっていくとか、それは両方の方が多いところであ

れば可能なのではないかなというふうに思うので、何か色を出すとすると、そういう寄り合
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いの場所になる。ただ、老人の人が新聞を読みに来ているだけの場所というよりも、そうい

う子供たちと何か触れ合うとか、遊びを教えていくとか、そういうところに発展していくと、

図書館はコミュニティとしての役割というのが出てくるし、そこに来る人たちもそこに行

けば、遊び場が今ないわけですよね。だからそういう方々がこういうところにたくさん来ら

れる、特に雨の日なんかは来られるというところで、そういう場にしていくというのも一つ

ありなのかなと。そこに集まってきた人がその後、今度本を見るとか、そういうところにつ

ながっていくというのもありじゃないかなということで、そういうコミュニティを目指す

のであれば、特色としてそういう展開もあるのかなというふうに思います。 

 僕も余り座席が決まっていて、コンサートとか映画会というのは、どこか別のところでや

ればいいことであって、図書館ならではというのは人が集まってくるところということを

考えると、そういう道もあるんじゃないかなという気もします。 

○内藤中央図書館長 学校図書館の件で補足ですけれども、私も学校関連の部署の者では

ないので、正確ではないかもしれませんが、適切にその部分は文京区においては使われてい

ると思っております。またその支援については、我々図書館から、学校図書館支援員という

ことで人員が出ていますので、例えば図書の購入についてであるとか、そこの図書の図書室

の整備のところであるとかということでの支援ということをやっていますので、有効に活

用されてきているのかなと思っております。 

○廣松委員 先ほどの発言、文京区が使ってないということではなくて、意外と予算執行し

てないんですよ、アンケート取ると前年よりも購入予算が減ったという学校が多いんです

よ。なので、ちょっと申し上げて、文京区がそうなのかわからないんですけれども、そこは

学校ともっと、岩本さんも言いましたけれども、連携をしていくというので、限られたスペ

ースを生かしていけるんじゃないのかなというふうな気がします。学校あいていますから。 

○植松委員長 学校図書館支援員の具体的な活動について、お話いただけますか。 

○山田幹事 小石川の山田です。 

小石川図書館ほか、合計五つの図書館、図書館流通センターでお受けしており、そこから

15 校に学校図書館支援員を週４日４時間出しています。ご担当の先生と共に図書室の整備

から本の選定のお手伝い、それから、授業の中に図書館を活用していただく取り組みを行っ

ています。授業の中で、例えば社会の授業で、この地域の地理をやるからというと、そのと

きには学校図書館の資料だけではなくて、例えば小石川図書館に戻ってきて、その地域の本、

大人の本も子供の本も集めて学校に貸し出しをして、持っていって授業に活用していただ
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くというようなことをやっております。 

 ですので、学校図書館だけではなくて、地域の図書館の資料もこの学校に生かしていると

いうことになります。 

 以上です。 

○植松委員長 ありがとうございます。関連していかがでしょうか。 

○岩本委員 岩本です。 

ちょっと関連から外れちゃうかもしれないんですけれども、先ほど北嶋さんと髙栁さん、

山田さんがお話しされていた中で、やっぱり図書館の機能というのは本と人を結びつけら

れるような場所、そういう場所があったらいいなというようなお話が、多分お三方から出て

いたし、そういう図書館があったらいいなという思いを実は私もあって、その司書さんは本

と人を結びつける役割なんだよと、よく言われるんだけれども、それが本当に実現している

ところというのはすごく少ないんじゃないかな。少なくとも私は話では聞くけれども、自分

の身近で余りそういう場面というのは実は体験したことが恥ずかしながらなかったんです

けれども、そういうふうに結びつけられる力のあるような司書さんが、小石川で働いてみた

いとか、そういうふうに思えるようなハードをつくるというのは、一つのコンセプトとして

はすごくおもしろいなと思います。日本の中で、タレントみたいな司書さん、スター性のあ

るような司書さんに、どこで働きたいと言われて、ああ小石川で働いてみたいというふうな、

そういうふうに思えるような仕掛けづくりみたいなものがハード面でできたら、それはそ

れでおもしろいかなと思います。ちょっと思いつきがコンセプト的な話で恐縮なんですけ

れども、一つそういうのがあってもといいかなというお話を聞いていて感じました。 

○山田幹事 小石川の山田ですけれども、欠員が出てスタッフを面接したときに、都内の有

名なレコード屋さんで働いていて、図書館の司書資格を持っているのでということで転職

を希望してきた人がいて、すぐ来てくださいというような形で、ほかの図書館ではきっと活

躍が薄いかもしれないですけど、レコードとか古い音楽の知識が非常に豊富で、そういった

方は望んで今小石川に来てくださっています。 

 それから、以前はピアニストをやっていて、クラシック音楽、楽譜とか、そういった知識

が非常に豊富な人も希望して来てくれていたので、音楽のレファレンスがすごく難しい場

合には、その人に対応してもらっていたようなことがありました。 

 先日、原さんが見てくださったレコードコンサートは、レコード屋から転職してきた人が

やっていたものですけれども、そういった何か特色のあるやはり人のスキルを伸ばしてい
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くような、図書館ができればいいなという一方で、やはり図書館としての標準的な技能とい

いますか、そちらも必要にはなりますので、ただピッピと貸し出しをしているだけではなく

て、本当に人と資料を結びつけるような仕事ができるような職員を育てたいと思っていま

す。 

○太刀川委員 太刀川です。 

余り今回関係ないんですけど、司書さんには私も救われました。探している絵本の題名が

わからなくて、内容だけ何となくわかっているのを探しているときに伝えると、多分これじ

ゃないでしょうかと探してくださるとか。あと小学校で読み聞かせをするときには、もう毎

月毎月たくさんのお母さんがボランティアで読まれるので、その本前に聞いたよとかと子

供に言われちゃうので、なるべくかぶらないようにしたいんですね。そういうアドバイスを

いただいたりすることもすごくあって助かったんですけど、お忙しそうなので、とにかく暇

になるまで待とうと、ずっと図書館の隅でお手すきになるのを待って、でも結局あかないの

で、その日は帰るとか、そんな感じだったので、そういう意味ではスタッフさんの手があい

ていると言ったらいけないんですけど、声をかけやすい態勢というのは、すごく大切かなと

は思います。 

 あと、ちょっと話違うんですけど、さっきこちらの方が言っていただいた、座席にこだわ

らないでというところを、もちろん私も同感なんですが、お年寄りは地べたに座れない方も

多いんですね。椅子とかが必要な場合もあるので、そこら辺は忘れずに考えて施設をつくっ

ていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○植松委員長 先ほどお話に出ました自動貸出機は、導入館では図書館職員の単純反復的

な労働を軽減することを一つ大きな目的としています。つまり、それによって利用者に人的

な職員の知識と技術を要するサービスを提供する図書館になるという方向ですね。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 それから最近のここ５年から 10年ぐらいの図書館界全体としての方向でありますが、単

に貸し出しをするということではなくて、利用者の課題解決に寄与するということで、課題

解決支援ということを図書館の大きなサービスの目標に掲げています。これは、人が一生を

送る中で折々にさまざまな課題に直面する。例えば法律的な問題であったり、あるいは精神

的な問題であったりということに関して、職員の知識、あるいは資料の内容で、それによっ

てその人なりに課題を解決する方向を見つけてもらうということを図書館の大きな目標に
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しようということです。例えば闘病記のコレクションみたいなものをつくって、病気になっ

たときに患者さんたちはどういうふうにそういう状況を克服していったのかというのを読

んでもらおうとかということもやっておりますし、法律相談というのを定期的にやってい

るところもありますし、前にお話に出ましたベンチャービジネスを起こしたいという人を

支援するということを行っている図書館もあります。 

 そういうことで、単に貸し出しということではなく、利用者の課題解決に役立つような資

料と人的な職員の能力を備えていくということが図書館界全体の目標になっております。

○岩本委員 お尋ねで、課題解決型というのはすごく私も同感で、そうなるためのソフト面

は今お話しいただいた部分かと思うんですが、ハード面で、こういうものがあるとより課題

解決に資するというような、そういうものというのは何かあるんでしょうか。ちょっと余り

思い浮かばなくて、例えば何かゼミ室みたいな、居心地のいいゼミ室みたいなものかなとか、

想像はするんですけど、何かそういう議論というのはあるんでしょうか。 

○植松委員長 例えば相談ということに関して言うと、周りの人に余り聞かれたくないと

かという問題もあったりして、例えばそういうことに限っては個室を用意しておいて、そこ

に入って相談するという図書館もありますし、そこまでではないけれど、スモークのかかっ

たガラスでレファレンスカウンターを囲うとか、あるいは他の利用者から見られにくい方

向を向いて相談するデスクなど、あの人が相談しているというのが見られないとか、聞かれ

ない配慮をしている図書館はふえてきています。 

○岩本委員 ありがとうございます。 

○植松委員長 ほかにはいかがでしょうか。 

 くつろげる場ということで、飲食スペースとか、あるいは長時間、余り目的がなくても図

書館に来て、特に雨の日など長くいられる場というのが望まれているということもありま

すが、飲食の場に関しては、どうでしょうか。 

○太刀川委員 ちょっと質問なんですが、屋上は使えるんですか。屋上にちょっとイスがあ

って、そこで食べたり飲んだりできたらいいんじゃないか。青柳がだめなんですけど。 

○植松委員長 それは設計にもよりますが、可能であると思いますけれども、許されるかど

うか。 

○内藤中央図書館長 実質上、点検など施設の管理関係以外は入れないようなところでは

なく、一定の安全性が確保され、一般の方が入っても大丈夫なところであれば、検討するこ

とはできるかと思いますが。 
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○太刀川委員 頑丈な網で、外は見えるけど、絶対人は落ちないとか、あと理想つけちゃっ

たら、ちょっと小さいカフェがそこにあったりしたら、そこでは飲めるとか。 

○内藤中央図書館長 そうですね。文京区内の図書館は住宅地の中にありますので、集合住

宅、マンションとかが隣接する中に建っているケースが多いので、窓を開けると隣のマンシ

ョンの人と顔が合っちゃうというような場合もあります。上の階に行くとそれがなおさら

丸見えになるという部分もあって、そうすると網じゃなくて、見えないように今度は板か何

かを屋上の壁に張ってしまったら、結局空しか見えないみたいな、そういう可能性もあり、

難しい部分はあるかと思います。 

○太刀川委員 下のほうだけ曇っていて、上は透明のガラスとか、住居地帯フロア４階ぐら

いまではもやっとしていて、でも空は見える、手を挙げても外には手が出ないとか、贅沢で

すよね。何にせよ屋上が使えたら、ワンフロアふえるといったらおかしいけども、何かしら

面積がふえるのかなと思いました。 

 以上です。 

○植松委員長 荒川区立中央図書館などでは、屋外スペースが閲覧室の外側に設けられて

いて、そこで本を読むとか、そこならちょっと飲んでもいいんでしょうかね、何かそんなこ

とができるようになっています。 

○太刀川委員 太刀川です。続けていいですか。 

やっぱり飲食を中ですると本が汚れる心配がある、特に子供が走ったときに自分が理由

ではなく、その子が倒しちゃうとかいう可能性もあるので難しいのかなと思うんですけど、

でもテニスとかやって公園が隣にあるので、何か窓越しに見えたら素敵かなとは思います。

せっかく向こうが住宅地じゃないので、そこは生かせたらいいんじゃないかなと思ったり

もしますけど。 

○高栁委員 食べるスペースを中で確保となるのがちょっと。小さくはない図書館では言

えるけど。 

○植松委員長 ほかにはいかがでしょうか。 

○髙野委員 幼稚園ＰＴＡの髙野です。 

今の飲食スペースについてなんですけれども、先ほど公園の敷地が最大で１割利用でき

る、ただしその場合には公園利用者の同意がないと難しいというところだったんですが、飲

食スペースであれば、公園利用者の方と図書館利用者の方と、双方が一緒に使えるスペース

になるのかなと、ふと思ったので意見を述べさせていただきます。 
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○植松委員長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。 

 最後に、建物の今４階建てということですが、図書館らしさということからすると、階の

イメージとしてはどんなふうに皆さんお考えでしょうか。 

また、多文化サービスでは、資料はどういうふうに集めているんですか。 

○事務局（鈴木） 外国語の資料としては、年に数回、書店に現物選定に行ってということ

になりますけれども、特に小石川図書館ですと、絵本が比較的多いというところはあるかと

思います。一般書についても図書館内部できちっとこの選書方針にのっとって検討してい

く必要があると考えています。 

○植松委員長 今は英語が中心なんですか。 

○事務局（鈴木） 絵本はかなりいろいろな言語を扱っていますし、真砂で一般書について

はアジアの書籍もふやしているところです。 

○植松委員長 今まで貴重なご意見をいただきましてありがとうございます。いただいた

ご意見につきましては、次回事務局で整理していただき、さらに検討を進めていきたいと思

います。 

 予定していた時間になりましたので、事務局から事務連絡をお願いいたします。 

 

２ その他 

○内藤中央図書館長 それでは、事務局から事務連絡がございます。 

委員会の日程でございます。当初第１回の際に配付いたしました日程で、10 月に２回を

予定しておりました。今回調整の結果、次第の１番下に書いてございますが、10月 21 日月

曜日、午後 6時 30分からということでお願いいたします。 

日程からしますと、10 月中にもう１回の開催というのは難しいかと思いますので、以降

も含めた日程の調整をさせていただきたい、というのがお詫びでございます。 

もう 1点、21 日月曜日の翌日 22 日は、即位礼正殿の儀で祝日になっており、休みの合間

ということになってしまいました。申しわけございません、ご理解をいただきたく存じます。

報告は以上でございます。 

○植松委員長 そのほか、何か皆様のほうからご発言ありますか。 

○太刀川委員 太刀川です。 

提案なんですが、先ほどから出ていたように、小石川図書館に必要なマストというもの、

一人 10 個ずつ考えてくるとか、という宿題はいかがでしょうか。 
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○植松委員長 もし委員の皆様がご同意いただけるなら。10 個はさすがにちょっと多いと

思うんですけど。 

 これだけは是非とも実現したい、あるいはさらに発展してほしいことについて、五つ程度

お考えいただくということで、よろしいでしょうか。 

○岩本委員 機能面のほうがいいですか。私、ちょっと原さんがおっしゃっていたコンセプ

トというのは、話の進め方としてはいいなと思っていて。 

○植松委員長 もちろんコンセプトと、先ほどお話ありました豊かなコミュニティが育め

るとか、そういう。 

○岩本委員 はい。何かそういうキャッチコピーを一人 1個考えるとかと、そこから話が膨

らませやすいのかなという感じはするんですけど、宿題です。 

○植松委員長 積極的ご提案をお願い申し上げたい。 

○太刀川委員 事前に期限を区切って、ファクスで送って集約していただくとかいうのが、

話が進みやすいのかなと思います。 

○太刀川委員 なければないでいいし。 

○植松委員長 では 10 月７日、月曜日までにお願いします。 

○山﨑委員 書面でこういうことを書いてくださいみたいなのをすぐ打って、それでファ

クスとかメールで送っていただく。 

○植松委員長 そのようにしていきましょう。 

 そのほか何かございますでしょうか。 

 よろしければ本日の会議はこれで閉会といたします。 

 どうもありがとうございました。 


